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オープンフォーラム ～サーキュラーエコノミーの実現に向けて～

ビジネスモデルシミュレーション

メーカがリユース・PaaS事業を行うべきか、サービス提供者と協業すべきか

メーカとサービス提供者がWin-WinになるCE戦略・ビジネスモデルとは
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メーカがリユース・PaaS事業を行うべきか、
サービス提供者と協業すべきか
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メーカ

競争市場

… 消費者

新製品 認定中古品 3rdパーティ
の中古品

3rd パーティ

新製品、認定中古品、
サードパーティの中古品を含む市場

研究目的と方法

企業の課題：
メーカが自社で認定中古品を販売するべきか?
サードパーティに販売を任せるべきか？

目的：
• リユース市場における最適な販売戦略と価格
戦略の分析

• メーカとサードパーティの戦略的な競争環境
を明らかにする

方法：
ゲーム理論モデルを用いた市場分析
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モデルの概要

新製品 認定中古品 3rd パーティ
の中古品 購入しない

プレイヤー：
メーカー＆3rd パーティ

メーカーの戦略：
• 認定中古品を販売するか否かを選択
• 利益最大化を考慮

消費者の選択肢：
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支払意思額（Willingness to Pay, WTP）
• 消費者がある商品に対して、「これくらい
なら支払ってもいい」と思える最大の金額

支払意思額に関する前提
• 新品 ＞ 認定中古品 ＞ 3rdパーティ中古品

消費者の意思決定
• 消費者は、それぞれ異なる支払意思額持つ
• 支払意思額（WTP）と各製品の価格を比較
して最も効用が高い製品を選択

新品認定中古品
3rd パーティ
の中古品

購入し
ない

WTP
低

WTP
高

消費者の支払意思額の分布で市場は分割される
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分析結果①：販売戦略とWTP

消費者全体のWTPが高い場合
• メーカは中古品を販売しない戦略の方
が利益が高くなる

• WTPの平均が一定値を超えると、メー
カーは中古品を「販売する」から「販
売しない」戦略に切り替える

• 認定中古品が3rdパーティの中古品の市
場を奪う一方、新品の市場も奪うため

⇦戦略が切り替え

認定中古品を販売する場合と
販売しない場合におけるメーカの利益
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分析結果②：認定中古品とwin-win

メーカが認定中古品を販売している場合
• 認定中古品への消費者の選好が高くなると
認定中古品の価格が高くなる

• 3rdパーティの中古品の価格も高くなる
• メーカと3rdパーティの利益が共に上がる
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認定中古品に対する消費者の選好と
メーカ、3rdパーティの利益の関係 認定中古品へ

の選好

メーカが認定中古品を販売
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メーカとサービス提供者がWin-Win
になるCE戦略・ビジネスモデルとは
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ビジネスモデルの概要：メーカとサブスク事業者との協業

協業しない場合 協業する場合（レベニューシェア）
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販売

販売
月額定額購入

ユーザ

サブスク事業者

メーカ

販売

無償提供
（新品/リマン）

月額定額売上の
一部を配分

ユーザ

サブスク事業者

メーカ
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ビジネスモデルシミュレーションの概要
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入力データ

出力データ

開始

終了

期間の繰り返し

期間終了

消費者生成と製品提供

製品の選択と使用

エコシステムの設定

製品と顧客の更新

環境性・経済性評価

製品循環

メーカー
• 生産台数
• 生産コスト

PaaS事業者
• 調達コスト
• 修理コスト

…

製品
• 製品寿命
• 故障率

消費者
• 選好
• 使用期間

使用期間の更新

故障

廃棄

修理

修理

期間終了 使用

顧客所有 返却

リユース 廃棄

リユース業者が回収

環境負荷売上・利益 マーケット
シェア

ビジネスモデル
• レベニュー
シェア率

制度
• 規制
• 補助金

…

継続 解約No

No

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

Yes
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協業なし 協業あり
（リベニューシェア）

メ
ー
カ
の
利
益

サ
ブ
ス
ク
事
業
者
の
利
益

シミュレーション結果（デモ）
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メ
ー
カ
の
利
益

サブスク事業者の利益

リマン＋リベニューシェア
メーカとサブスク事業者の利益
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メーカがリユース・PaaS事業を行うべきか、
サービス提供者と協業すべきか  メーカとサードパーティの競争環境に関するモデルの構築

 メーカがリユースを行う方が良い条件の明確化
• 消費者の支払意思額 etc.

 メーカがリユースを行う場合においても、メーカと3rdパー
ティがともに利益を高める条件の探索
• メーカの認定中古品に対する選好

メーカとサービス提供者がWin-Win
になるCE戦略・ビジネスモデルとは  ビジネスモデルシミュレーションの開発

 ビジネスモデル、CE戦略、製品設計等の変更によるメーカ、
サブスク事業者の経済性を評価
• レベニューシェア率、リマニュファクチャリング etc.

ステークホルダ間における協業とビジネスモデル設計の意思決定を支援
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